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第４学年 総合的な学習の時間学習指導案 

場 所 ４年２組教室 

                           児 童 男１８名 女１７名 計３５名 

                           指導者 鈴 木 広 太 

 

１ 単元名（題材名，主題名，教材名，議題） 

   盛岡の魅力伝え隊～盛岡文士劇を通して，盛岡の魅力を伝えよう～ 

 

２ 単元の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

   そこで，協働的に学び合いながら問題解決をし，生活を創り出す子供を育むために，その実現に向けて，

以下のような手立てをとる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡文士劇について，調査

結果をもとに感じた魅力と，

アンケート結果を比較する

ことで，魅力と知名度のずれ

を実感し，次に行う活動を考

えることができる。（どんな

活動をしていくと目的に近

付けるか問う。） 

＜深い学びの姿＞ 

 コロナ禍でも盛岡の魅力を発

信しようと，伝える方法を工夫

しながら問題を解決する姿 

学習指導要領 
目的を実現するにふさわしい探究課題

「児童の興味・関心に基づく課題」 

児童が発達段階に応じて興味・関心を

抱く課題を，自己の生き方との関わりで

考え，よりよい解決に向けて行動するこ

と。 

 

子供の経験 

盛岡の三大麺やさんさ踊り等の伝統行

事にはなじみはあるが，盛岡の方言を使

った文士劇があることを知っている子供

は少ない。盛岡の方言によっては，祖父・

祖母の影響で知っているものもある。 

 

子供の資質・能力 

どの活動にも思いや願いをもって取り組

んでいる。意見を出し合った情報を比べた

り，つなげたりして，目的を達成するために

は何をするとよいか見いだすことに課題が

ある。 

 

 
学習の系統性 

（学習前） 

３年 総合 

「ダンスでまちの人と

つながろう」 

 踊る相手の気持ちを

考えたダンスを作り，地

域の人と心を合わせな

がら一緒にダンスを踊

ることで，地域の人とつ

ながりを深めることが

できた。 

 

学習の系統性 

（学習後） 

５年 総合 

「地域改善プロジェク

ト」 

 自分たちや地域の人

たちのニーズに合うよ

うな緑が丘のまちの改

善策を考え，黒石野商工

会の方と関わりながら，

改善案を実行すること

でし，地域に住む一員と

しての意識を高めるこ

とができる。 

 

 

 

単元について 

 本単元では「盛岡文士劇」を学習材とし，盛岡のまちの 

魅力を伝える活動を通して，自分たちの住むまちへの親し 

みを深めることをねらう。盛岡文士劇は，盛岡弁を使った

劇で，昔から盛岡市民に親しまれているものである。文士

劇を制作している人と関わりながら，まちへの思いを聞い

たり，盛岡弁を使って劇をしたりすることで盛岡のまちの

魅力を深く知ることができると考える。また，劇を通して

相手に伝える際には，相手の立場に立って表現をすること

が必要となる。自分たちで見直したり，専門家の方にアド

バイスを頂いたりしながら，相手に合わせてより盛岡の魅

力が伝わる劇を創り上げていく。そうすることで，県内外

の人に盛岡のよさを伝えることができるだけでなく，自分

たちの住むまちへの愛着を深め，これからもまちの活動に

進んで関わっていける子供を育てていきたい。 

〔社会〕 

 ごみの量や処理にかかる費用につい

て，生活経験をもとにした予想と,実際に

でるごみの量や処理にかかる費用を比較

することで予想とのずれを実感し，ごみ

を減らすために何ができるか考えること

ができる。（ごみを減らすためにどんなこ

とができそうか問う。） 

〔国語〕 

調べたことを伝える新聞作りについ

て，お手本となる新聞と自分の新聞とを

比較することで，書き方の違いを実感し，

より分かりやすく書くための改善点を考

えることができる。（どのように書くと，

読む人に分かりやすくなるかを問う。） 

〔体育〕 

 マット運動で行う技について，目標と

する姿と，タブレット PC で撮った自分

の姿を比較し，目指す動きとのずれを実

感することで改善点を考えることができ

る。（どこを改善すると目指す姿に近付け

るか問う。） 

〔日常生活〕 

 目指す掃除の姿と，現状の掃除の姿を

比較することで，目標とする姿とのずれ

を実感し，どのような姿で掃除をするよ

いか考えることができる。（どのような姿

で掃除をしていくと目指す姿に近付ける

か問う。） 
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視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

・ 子供の思いや願いの中から，「文士劇を行うことを通して盛岡の魅力を伝える」という目的を達成するため 

の活動を決めることができるように，どの活動が必要かを問いながら，単元を構成していく。 

・ 文士劇を通して盛岡の魅力を伝えるための活動を，目的的に行うことができるように，教師が子供の思い 

や願いをもとに考えるための技法を位置付ける。 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

・ 学習課題がより自分事の問いになり本時の活動を見通すことができるように，本時のゴールと問題解決に 

必要な考えるための技法を子供と決める。 

・ 盛岡文士劇を通して，盛岡の魅力を広めるために必要な情報を集めることができるように，「どんな情報を 

集め，どう分析していくと学習課題が解決していけそうか」を問う。 

・ 整理・分析した情報をもとに学習課題について自分の考えを再構成することができるように，「調べた結果，

学習課題についてどう思うか。」問う。 

・ 文士劇を通して盛岡の魅力を伝えることに近づいたのかを確認し，単元における本時の意味を実感できる 

ように，「課題は解決できたか」「この時間で考えたことは何か」を問う。 

４ 単元の指導計画 

（１）目標 

 盛岡文士劇を行い盛岡の魅力を県内外の人に伝える活動を通して，歴史や伝統のよさを大切に守り続けなが

らまちの魅力を伝えようとしている人がいることや，その取組や考えのよさに気付く。また，コロナ禍でも盛

岡の魅力を伝えることができる方法を工夫して行うことで，自分たちが住むまちのよさを実感し愛着をもつと

ともに，これからも盛岡のまちのためになる活動に関わろうとする。 

（２）評価規準（第２次） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 文士劇に関わる方から 

話を聞くことで，方言よ 

さを伝えようとしている 

人の思いに気付き，様  々

な方法でまちの魅力を伝 

える方法があることを理 

解している。 

② 劇を通して思いを伝え 

るには，目線，話し方な

ど，相手の立場に立って

表現することが大切であ

ることを理解している。 

① 方言を通して盛岡の魅力を広げるという 

願いの実現に向けて，解決の見通しをもち

ながら活動を行っている。 

② 文士劇を創り上げるまでに必要な情報を 

生活経験をもとに調べている。 

③ 目的としている劇にするために，自分た 

ちで集めた情報や，専門家の方にアドバイ

スを頂いたりしたことを整理・分析し，目

的と照らし合わせ，改善策を考えている。 

④ 盛岡の魅力を相手に伝えるということを 

意識しながら，学習課題について自分の考 

えを表現している。 

① 盛岡文士劇を見たり，実際 

に盛岡弁を使って話をした 

りすることで，文士劇や方言 

への関心を高め，目的の達成 

に向けて進んで探究活動に 

取り組んでいる。 

② 目的の実現に向け，互いに 

考えを伝え合い，よさを生か 

しながら劇を創り上げよう 

としている。 

（３）指導計画（７０時間） 

段階 主な学習活動 指導の手立て 考えるための技法 評価規準（評価方法） 

問
題
の
把
握 

 
 
 
 

第
一
次 

〇３年生のわかばタイムでついた力と，今年やってみたいことを話し合う。 

〇盛岡のことで調べてみたいことを調査する。 

〇盛岡市役所の方に，盛岡ブランドの取組について教えていただく。 

〇盛岡ブランドの取組について振り返り，これからの活動の方向性を決める。 

 

 

 

 

〇盛岡のことを知ってもらえているか，アンケートをとり，結果を整理・分析し，結果から見えてきたことを伝え合う。 

 

 

 

 

〇できることの条件をもとに，盛岡のどの魅力を県外の人に伝えていくか決める。 

 

 
盛岡文士劇を，自分たちでもやってみたい。劇を通して，盛岡のよさを伝えたい。 

 

盛岡ブランドは，盛岡にし
かないよさのあるものだと
いうことが分かった。 

市役所の方は，色々な人と
協力して，魅力を発信する
取組をしていてすごい。 

魅力度ランキングは１３３位。コロナのことも
あってとても下がってしまった。もっと上でも
いい。あまり，盛岡のことを知らないのかな。 

自分たちが有名だと思
っていたものも，あま
り知られていない。 

来たことある人もほとんどいな
かった。盛岡のことを知らない
と，行きたいと思わないかも。 

自分たちも盛岡ブランドのよさを広める取組を
すれば盛岡に来る人が増えるかもしれないね。
盛岡のよさを広める取組をしていこう！ 
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問
題
の
追
究 

第
二
次 

 

 

 

〇劇作りを始めるため

の見通しを立てる。 

〇調査する方法を話し

合い，決める。 

〇グループごとに調査

活動を行う。（PC・イ

ンタビュー・アンケ

ートなど） 

〇文士劇の魅力につい

てのアンケート結果

をまとめる。 

〇盛岡文士劇の魅力に

ついて，話し合う。

（本時） 

〇劇の魅力を伝えるま

での見通しを立て

る。（誰に見てもらう

か，公演までに必要

な準備など） 

〇盛岡弁の使い方を覚

える。 

〇盛岡弁の話し方につ

いて，方言の先生に

アドバイスを頂く。

（日常） 

〇劇にする話を決め，

台本を作る。 

〇役割分担をし，稽古

をする。 

〇衣装やセットの準備

を行う。 

〇１回目の公演をす

る。 

〇目的とする公演にな

ったか，振り返る。 

・ 劇作りを始めるまでの見通しをもつ

ことができるように「何が分かると劇

作りが始められそうか。」を問い，調

べることのアイデアをウェビングで

整理する。 

・ 見通しをもって調査活動を行うこと

ができるように，ステップチャートを

活用し，調査を終えるまでの計画を立

てるように促す。 

・ 算数で学んだことを生かして結果を

まとめられることに気付けるように，

「結果をどう表すとよいか。」を問う。 

・ どんな魅力が文士劇にあるのかを，

調べたこととアンケート結果を関連

付けて考えることができるように，黒

板に整理して板書をする。 

・ 目的を達成するまでの見通しをもつ

ことができるように，子供と決めた順

番を板書で位置付ける。 

・ 劇で自然に盛岡弁を話すことができ

るように，調べた盛岡弁や専門家の方

に教えて頂いた話すときのコツを掲

示しておく。 

・ 目的を達成するために必要なアドバ

イスをし合うことができるように，見

合う前に「何を見合う。」か問い，視点

を設定する。 

・ 専門家の方のアドバイスを生かした

改善策を考えることができるように，

「どうすればよりよくなりそうか」を

問う。 

・ 目線や話し方が見やすい表現になっ

ているか確認できるように，公演の映

像を用意し，「相手に伝わる劇になっ

ているか」を問う。 

・ 目的が達成されたかを根拠をもって

語ることができるように，「どうして

そう思ったのか」を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較 

 

 

 

関連 

付ける 

 

 

 

 

 

比較 

 

 

 

 

 

 

 

比較 

 

 

関連 

付ける 

 

・ 文士劇について調べることのアイデ

アを出し合い，劇作りを始めるまでの見

通しをもっている。 

【思①→発言・ノート】 

・ 様々な調査方法の中から，知りたいこ

とがより分かる方法を選び，計画を立て

ている。   【思①→発言・ノート】 

・ 盛岡文士劇が作られた思いを聞くこ

とで，自分たちの目的との共通点に気付

くと共に，まちの魅力の発信の仕方には

多様な方法があることに気付いている。    

【知①→発言・ノート】 

・ アンケートの結果を整理し，調べた情

報をもとに盛岡文士劇の魅力を自分な

りに考えている。  【思③→ノート】  

・ 文士劇について，調べて感じた魅力と

まちのへのアンケート結果を比較する

ことで，次の活動への思いをもつことが

できる。    【知①→発言・ノート】 

・ 劇の実現までに必要な活動を伝え合

い，順序立てることで実現までの見通し

をもっている。 【思①→発言・ノート】 

・ 劇で盛岡弁を使うことができるよう

に，専門家に方言を教えてもらったり，

PC で調べたりして必要な情報を集めて

いる。      【思②→日常生活】 

・ 互いの表現を見合い，目的を達成する

ために必要なアドバイスをし合ってい

る。         【態②→発言】 

・ 友達や専門家の方からのアドバイス

をもとに自分たちの表現を見直し，改善

点を考えている。 【思③→活動の様子】 

・ 目線や話し方等，見る人の立場になっ

て，自分の表現をしている。  

【知②→活動の様子】 

・ 見ている人の様子やアンケート結果

をもとに，自分たちの目的が達成できた

か考えている。 【思④→発言・ノート】 

問
題
の
追
究 

第
三
次 

 

 

〇課題を解決するための方法を，１回目の公演の様子をもとに考える。 

〇盛岡弁教室を行う。 

〇２回目の公演で行う話を決め，役割分担を行い，稽古をする。 

〇２回目の公演を行う。 

〇１回目の公演の様子と比べながら，２回目の公演を振り返り，これからの活動を考える。 

ま
と
め 

第
四
次 

 

 

〇盛岡の魅力が伝わるような台本を考え，文士劇の台本担当の方に見てもらう。 

〇アドバイスをもとに修正し，役割分担をして，稽古をする。 

〇他県の小学生に，オンラインで公演をする。 

〇これまでの活動を振り返る。 

 盛岡文士劇の

魅力を伝えよう 

 

盛岡弁のよさが伝わるような文士劇にしよう 

 

県外の人に盛岡の魅力が伝わる劇を作ろう 
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５ 本時の指導計画 

（１）目標 

    盛岡文士劇について，調査活動を通して感じた魅力とアンケート結果とを比較し，次の活動への思いを

もつことができる。                     

【思考・判断・表現】 

（２）評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

 盛岡文士劇について，調べて感じた魅力とアンケー 

ト結果を比較し，まちの人への文士劇の知名度を知る 

ことで，劇をする目的を見直し，これからの活動への 

思いをもつことができる。   [思考・判断・表現] 

 調査活動を通して感じた魅力と，まちの人が感じて

いる文士劇の魅力を比較し，魅力と知名度のずれを捉

えることができるように，「まちの人に魅力が伝わっ

ていると思うか。」を問う。 

（３）展開           

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料 等 

導
入
（
５
分
） 

１ 課題を確認する。 

 

 

 

２ 本時のゴールと解決までの見通し

を話し合う。 

・ 学習課題を自分事に捉え，解決の見通

しをもつことができるように，「ゴール

はどうするか。」「どんな方法で考えて

いくか。」を問い，子供と活動の流れを

決める。 

・ 自分たちの

活動の目的

が分かる掲

示 

展
開
（
３
０
分
） 

３ 調査した情報をもとに，盛岡文士劇

の魅力について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 
 
４ 文士劇の魅力と，アンケート結果を
比較し，考えたことを伝え合う。 

 

・ 調べた根拠をもとに盛岡文士劇の魅

力を語ることができるように，「どうし

てそれが魅力だと思ったのか」を問う。

また，感じた魅力を共有できるように

資料等を掲示する。 

 

手立て① 

 調査した結果をもとに，文士劇には魅

力があるのかを考えることができるよう

に，「文士劇は魅力のある劇か。」を問う。 

 

手立て② 

自分たちが感じている魅力と，まちの 

人が感じている魅力のずれに気付くこと

ができるように，盛岡文士劇の魅力につ

いてのアンケート結果を提示し，「結果に

ついてどう思うか」を問う。 

 

 

・ 調べた情報

の資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ アンケート

の結果 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

５ 活動を振り返り，次の時間の見通し

をもつ。 

 

・ 本時の話合いをもとに，次の時間に行

う活動を決めるように，「次の時間は何

を行うとよいか」を問う。 

◇ 盛岡文士劇について，調べて感じた

魅力とアンケート結果を比較し，まち

の人への文士劇の知名度を知ること

で，劇をする目的を見直し，これからの

活動への思いをもつことができる。 

【思 発言・ノート】 

 

 

 魅力がたくさんある劇だという

ことは分かったけれど，思っていた

より魅力を知っている人が少ない

ことも分かった。県外だけでなく，

県内の人にも盛岡文士劇の魅力を

伝えていきたいな。 

 盛岡文士劇には，どんな魅力が

あるのだろう。 

方言のよさを知ってもらうために，演技

を通して伝えていることが魅力だと思

う。話すだけより，意味が伝わりやすい

ね。 

アンケート結果では，聞いたことがある

人は多いけれど，見たことがある人は少

ないみたい。 

こんなに面白くて魅力のある劇で盛岡ブ

ランドにもなっているのに，魅力を知っ

ている人が少ないよ。 

一つの言葉でも，意味が一つではないこ

とも魅力だと思う。畑中さんも，豊かな

表現ができると言っていたよ。 


